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１．研究計画の概要 

本研究は、「美術に即した文化的・国家的
自己同一性」が、美術の制度のみではなく、
その造形性を踏まえて、追求・形成されるこ
とを明らかにしようとするものである。現在
は、美術の三分野に即して、絵画・彫刻・建
築三班に分かれ、各班の中で海外調査を合同、
あるいは単独で行う分班と、個人研究を単独
で行う分班とに分かれる。分班が単独で行う
絵画班では第一班や建築班、合同で行う彫刻
第一班・第二班が、それぞれ上記目的の前提
となる、実作品の包括的な海外調査を進めて
おり、各分野で厖大な画像資料や文献資料を
集積しつつある。本研究は、既存の画像資料
や文献資料に、今回の調査で得られるそれを
加えて、より包括的に造形作品それ自体に当
たり、絵画・彫刻・建築三分野の造形表現の
何が、例えば、中国絵画なら中国絵画という
造形作品に共通に見出し得るのか。それを解
明して行くことにより、作品表現をなおざり
にした制度論ではなく、制度論を踏まえて上
で、表現論を研究課題である「美術に即した
文化的・国家的自己同一性の追求・形成の研
究」の基軸に位置づけようとするものである。 

 

２．研究の進捗状況 

 研究の進捗状況は、個人研究については、
内外の美術の造形性の何が、文化的・国家的
な自己同一性の追求・形成の要因となるのか
の一班は、「５.代表的な研究成果」として挙
げた７点のうち、地平線を設定することが、
中国絵画としての自己同一性の根幹をなす
ことを明らかにする④小川「五代・北宋絵画
的透視遠近法―中国伝統絵画的規範」、オー
ストラリア人アイデンティティーをハイデ

ルベルク派などの「国民絵画」に見出す⑤田
中「オーストラリア人アイデンティティーと
「国民絵画」」や、「睢陽五老図巻」を北宋文
人の自己同一性の表象と捉える⑥板倉「睢陽
五老図像的成立与開展－北宋知識份子的絵
画表象」、『ミィラージ・ナーメ』を絵画表現
により、イランの国家的自己同一性の表象と
再 解 釈 す る ⑦ 桝 屋 “ The Mi'radj-nâma 
Reconsidered”など４件により示される。 

一方、海外調査については、多岐に亘るの
で、絵画第一班のみに絞ると、この３年間で
の調査撮影点数は、国内・国外調査（アメリ
カ・カナダ調査、ヨーロッパ調査、アメリカ
補充調査）合わせて４１４７点。４年前まで
の調査撮影点数は、国内・国外（東南アジア・
オーストラリア）合わせて１７１２点、総計
５８８６点に上り、残る２年間の調査期間で
６千点を超えるのは確実であるから、既刊の
『中国絵画総合図録』約１万点、『同 続編』
約５千点に、本研究の成果を踏まえて近い将
来刊行される『同 三編』６千点余を加える
と、合計２万１千点を遙かに超える。これは、
中国の公私コレクションの書画約２万点を
収載する『中国古代書画図目』の絵画点数を
遙かに凌ぐ。それに台北故宮博物院所蔵書画
約４千点を収載する『故宮書画図録』を加え
ると、中国と台北故宮を除く、他の全域を対
象とする『中国絵画総合図録』シリーズと相
俟って、全世界の中国絵画を概観できるよう
になり、本研究はより大きな基盤を踏まえて
推進することが可能となる。 

 

３．現在までの達成度 

 本研究課題の達成度は、「①当初の計画以
上に進展している」と考える。何故なら、上
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述のとおり、「美術に即した文化的・国家的
自己同一性の追求・形成の研究」の基盤は、
シンガポールのみを対象とする萌芽研究か
ら韓国・台湾・香港などを対象とする基盤研
究（A）を経て、全世界を対象とする本基盤
研究（S）に至るまで、足かけ十年に亘る国
内外の連続調査により、絵画・彫刻・建築の
３分野で着実に拡大してきたからであり、研
究代表者の立場から言うと、「２研究の進捗
状況」で述べたとおり、制度的なものではな
く、造形的なものに則った個人研究が行われ
ており、調査研究・個人研究ともに、現在ま
での３年間で、当初計画を遙かに超える進展
を見ることができたからである。 

個人研究の場合、当初は、次の２年間、あ
るいは研究計画終了後ぐらいにならないと
成果が出て来ないと予想していたにもかか
わらず、これまでの３年間で既に各研究者の
専門に即した業績が挙がり、調査研究の場合
は、今回、撮影料の問題で『中国絵画総合図
録』『同 続編』には収載されてはこなかっ
たボストン美術館の優品約千点を加えるこ
とが可能となり、当初予定には入っていなか
った優品千点を加えて、研究基盤をより一層
充実させることができたからである。 

 
４．今後の研究の推進方策 

先ず、これまでの実作品の調査研究による
画像資料と文献資料の集積に、これからの 2
年間のそれを加える。この３年間の調査撮影
で既に集積した資料は、絵画班について言え
ば、現時点での点数は、上記のとおり、合計
4174点であり、さらにこれからの２年間、調
査研究を続けつつ、近い将来、全ての成果の
整理を終える。その前後の適当な時点で、画
像資料の分析・研究に入り、より多数の作品
に共通するより普遍的な造形性の発見に努
める。例えば、小川が見出した、中国五代・
北宋時代以後の作品に通有の地平線の存在
がそれであり、以後の作品の規範となり、中
国画家の中国画家としての自己同一性の根
幹となる。 
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